
（農）たねっこ （秋田県大仙市）

①可変施肥　②自動操舵　③直進アシスト田植機　④ラジコン草刈機
⑤ドローン生育診断　⑥潅水支援システム　⑦収量コンバイン　⑧ほ場管理システム

導入技術

　実証経営を想定した営農モデルで収益5％増加目　　標
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○実証課題で得られたスマート農業技術の導入効果について今後県が発行予定の指針に掲載し、それに基づきスマー
ト農業技術の普及を図る。

○初年度スマート農機の納入が遅れた課題については今後もデータ蓄積を継続するとともに、スマート農業技術をフ
ル活用した低コスト技術体系の普及推進を図っていく。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

●潅水支援システムの水ストレスアラートを参考に潅水するこ
とにより大豆の収量が29％増加した。

●285ha規模ではダイズ潅水支援システム、高密度播種苗と組
み合わせた直進アシスト田植機、水稲の可変施肥の導入によ
り農業所得は13％向上。

●復田初年目のNDVIと収量に基づき2年目の水稲作で3圃場に増肥。
●実証区全体の平均収量は慣行区と比較して5％増加した。

●自動操舵+スタブルカルチで粗耕起・整地時間を17％減。
●自動操舵により粗耕起～培土作業時間6％減。

実証成果

東北日本海側1年1作地帯の大規模水稲・大豆輪作集落営農型法人におけるス
マート農業による生産性向上の実証

実証課題名

286ha（水稲178ha、大豆101ha、野菜7ha）うち実証面積：水稲25ha、大豆25ha経 営 概 要

〇水稲の圃場単位の可変施肥では、良食味品種の特別栽培で収量が5％増加し2％増の目標を達成。
〇水稲では高密度播種苗と直進アシスト田植機により資材費を29%削減し、5％削減の目標を達成。
〇大豆では潅水支援システムを使った灌水により29%増収し、5％増収の目標を達成。
〇大豆では自動操舵とスタブルカルチの組み合わせにより粗耕起～培土の作業時間を6％削減できた。
〇経営全体のシミュレーションでは農業所得が13％向上し、収益5％増加の目標を達成。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 農研機構東北農業研究センター（笹原和哉）　（e-mail：sasa＠naro.affrc.go.jp）
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園芸メガ団地共同利用組合 （秋田県男鹿市）

①計画生産・出荷管理システム　②自動直進機能付きうね内部分施用機
③キク用半自動乗用移植機　④耐候性赤色LED電球　⑤電照管理モニタシステム
⑥小ギク一斉収穫機　⑦切り花調整ロボット　⑧鮮度保持剤

導入技術

電照導入による小ギクの需要期出荷率 9割、 露地小ギクの作業労働時間 3割削減目　　標

1-12

○電照栽培について、R2年度に品種の選抜試験を行い有望品種を明らかにしているため、今後、8月出荷作型において
より需要期出荷率の向上が期待される。安定的に計画出荷が見込める需要期出荷量が増えることで、作業の効率化
や実需者との契約販売割合の増加も見込めるため、経営の安定が期待される。

○小ギク生産終了後のほ場を用い、晩秋～冬に向けて野菜生産にも取り組むことで、スマート農機の稼働率を上げ、実
質的なコスト低減に繋げる。

事業終了後の普及のための取組

導入技術の効果

実証成果

〇自動直進機能付きうね内部分施用機、キク用半自動乗用移植機、小ギク一斉収穫機、切り花調整ロボットにより、
露地小ギクの作期全体の労働時間が約32%削減(671時間/10a→457時間/10a)。

〇耐候性赤色LED電球を用いた8月出荷作型および9月出荷作型の電照栽培により、需要期出荷率は95.5％を達成
(季咲き品種による無電照栽培では60.6%)。

目標に対する達成状況1

2

3

問い合わせ先 秋田県農業試験場 野菜・花き部　（e-mail：akomachi@mail2.pref.akita.jp）

先端技術の導入による計画的安定出荷に対応した露地小ギク大規模生産体系の実証実証課題名

6.6ha（露地ギク6.0ha、施設ギク0.6ha） うち実証面積：キク 6.6ha経 営 概 要 ★

●施肥・耕起・畝立て作業では、畝立て時の印付けの作業が省力
化され、作業時間が慣行機より54%削減。直進性の精度も十分。
●初心者は旋回部で時間がかかるが、数回の練習で経験者と同
等のうね立て作業が可能。

●収穫機単独では手作業よりも作業時間70%の削減が可能。
●しかし、ロスを削減するために、実際の作業は開花揃いに合わ
せ1～2回慣行の手作業による採花作業を行い、切り前が早い
蕾が1割を切ったタイミングで収穫機を用いた。その結果、最
終的に慣行の手作業のみより41%削減できた。
●出荷計画本数に対してのロス率は1%と高精度。

●自動直進機能付きうね内部分施用機、キク用半自動乗用移植機、
小ギク一斉収穫機、切り花調整ロボットにより、露地小ギクの作期
全体の労働時間が約32%削減(671時間/10a→457時間/10a)。 ●耐候性赤色LED電球を用いた8月および9月出荷作型の電照

栽培により、需要期出荷率は95.5％を達成(季咲き品種によ
る無電照栽培では60.6%)。

※秋田慣行は秋田県経営指標より

畝の直進性について

注:畝の長編距離5mおきに基準線からの距離
を測定し、設定値とのズレを示している
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導入技術
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